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『藤枝明誠ニュース』は学校ホームページでご覧になれます（誌面中、学年・HR前の「J」は中学校をさします）

　
６
月
９
日
、
10
日
に
本
校
の

文
化
祭
で
あ
る
『
青
藍
祭
』
が

開
催
さ
れ
た
。
計
53
団
体
が
参

加
を
し
た
本
年
度
は
、
模
擬

店
、
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
切
磋
琢
磨

し
、
明
誠
生
全
員
で
最
高
の
文

化
祭
を
作
り
上
げ
た
。
今
回
は

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｕ
ｐ
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
青
藍
祭
が
行
わ
れ

た
。
何
年
も
の
間
、
見
え
な
い

敵
に
よ
り
学
校
行
事
が
制
限
さ

れ
、
思
い
描
い
て
い
た
理
想
の

青
藍
祭
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
今
年
は
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
マ

ス
ク
の
着
用
義
務
が
な
く
な
り

一
人
一
人
の
笑
顔
が
見
え
た
。

明
誠
生
ら
し
い
勢
い
の
あ
る
盛

り
上
が
り
を
も
っ
て
、
学
校
全

体
で
前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
こ
の
テ
ー
マ
に
は
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
の
青
藍
祭
は
、
一
般
公

開
も
制
限
を
か
け
て
行
っ
た

が
、
今
年
は
制
限
を
か
け
ず
、

小
さ
な
お
子
様
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
幅
広
く
来
校
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
駅
や
近
隣
の
お
店

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ポ
ス

タ
ー
を
貼
っ
て
宣
伝
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
誠
史
上
最
多
の

１
９
４
７
名
の
方
が
来
校
さ
れ

た
。
各
模
擬
店
は
大
盛
況
で
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
も
体
育
館
が
観

客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
生
徒
た

ち
の
底
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
普
段
の
学
校
生
活
で
は

見
ら
れ
な
い
才
能
を
発
揮
し
た

場
と
も
な
り
、
多
く
の
生
徒
が

楽
し
め
た
青
藍
祭
に
な
っ
た
。

残
り
の
行
事
も
ま
た
明
誠
一
丸

と
な
っ
て
成
功
さ
せ
た
い
。

（
生
徒
会
担
当
　
有
野 

直
樹
）

　
今
年
か
ら
感
染
症
に
よ
る
規

制
が
緩
和
さ
れ
マ
ス
ク
の
着
用

義
務
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

人
一
人
の
笑
顔
が
見
え
る
従
来

通
り
の
青
藍
祭
を
再
ス
タ
ー
ト

で
き
た
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
来
校
し
て
く
だ

　
私
た
ち
は
こ
の
数
年
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
青
藍
祭

の
中
止
や
縮
小
と
い
う
経
験
を

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
年

こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
青
藍
祭

に
向
け
て
の
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
規
制
の
緩
和
に
よ
る

一
般
公
開
の
実
施
、
高
校
３
年

生
の
模
擬
店
の
商
品
は
調
理
が

許
可
さ
れ
、
本
来
の
明
誠
の
伝

統
を
取
り
戻
せ
る
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
生
徒
会
は
そ
ん

な
今
年
の
青
藍
祭
の
テ
ー
マ
を

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｕ
ｐ
」
と
し
ま

し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
明

誠
生
が
自
分
た
ち
の
色
を
全
開

に
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
伝
統
の
リ
ス

タ
ー
ト
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
終
日
準
備
、
当
日
と
も
に
生

徒
の
笑
顔
や
、
よ
り
良
い
も
の

を
作
ろ
う
と
励
む
姿
が
ク
ラ
ス

の
一
体
感
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
学
校

全
体
を
活
気
づ
け
、
他
校
の
生

徒
や
一
般
の
お
客
様
も
巻
き
込

ん
だ
盛
り
上
が
り
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
誠
の
新

た
な
伝
統
に
な
り
う
る
と
思
い

ま
す
。ま
た
、青
藍
祭
が
終
わ
り
、

在
校
生
や
他
校
の
生
徒
か
ら「
楽

し
か
っ
た
」「
ま
た
行
き
た
い
」

な
ど
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ

き
、
よ
り
良
い
学
校
行
事
を
作

る
た
め
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ

ん
、
先
生
方
、
生
徒
会
へ
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
、
最
後

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒

会
顧
問
の
先
生
方
、
生
徒
会
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
青
藍
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
ま
ず
生
徒
会
で
は
感
染
症

対
策
の
制
限
を
な
く
す
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
を
生
か

し
、
再
出
発
に
向
け
て
更
な
る

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ピ
ク
チ
ャ
ー
ア
ー
ト
で

は
コ
ロ
ナ
禍
で
諦
め
た
こ
と

や
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
し
成
功
さ
せ
よ
う
と
い

う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
モ

チ
ー
フ
に
は
、
こ
の
青
藍
祭
を

「
成
功
」
に
導
く
た
め
に
ペ
ガ

サ
ス
を
選
び
、
全
校
生
徒
一
人

一
人
の
夢
を
大
き
な
１
つ
の
作

品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
全
校
生
徒

が
一
体
と
な
り
、
団
結
力
を
肌

で
感
じ
ら
れ
た
時
間
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
今
年
。
こ
こ
を
新
た
な
一
歩

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
明
誠
の
伝

統
を
築
き
、
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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33ＨＲ 橋本 拓真 （掛川市立東中出身） 
生徒会長

生徒会
37ＨＲ 福島 里梨 （焼津市立焼津中出身） 

令和5年度6月9日㈮・10日㈯開催！
テーマ『Start Up!!』

想
い
受
け
継
ぎ
、再
出
発
！

全力を尽くした
青藍祭

全力を尽くした
青藍祭

明誠節、満
開！
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港
中
学

茨
城

山
梨
県
立

常
葉

関
西
外
国
語

小
川
中
学

茨
城

釧
路
公
立

高
崎
経
済

前
橋
工
科

都
留
文
科

東
京
経
済

神
奈
川

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

名
古
屋
外
国
語

名
城

近
畿

焼
津
中
学

文
教

大
東
文
化

常
葉

大
井
川
中
学

名
古
屋
市
立

大
阪
公
立

国
士
舘

山
梨
学
院

常
葉

大
村
中
学

富
山

三
重

高
崎
経
済

静
岡
県
立

国
際
医
療
福
祉

北
里

駒
澤

専
修

拓
殖

神
奈
川

京
都
薬
科

龍
谷

大
阪
医
科
薬
科

神
戸
薬
科

大
富
中
学

千
葉
商
科

駒
澤

専
修

創
価

帝
京

東
京
農
業

東
海

常
葉

愛
知
学
院

龍
谷

摂
南

東
益
津
中
学

神
奈
川

豊
田
中
学

北
海
道

青
森
公
立

静
岡
県
立

文
教

駒
澤

専
修

東
海

日
本

麻
布

静
岡
理
工
科

常
葉

立
命
館

大
阪
体
育

和
田
中
学

専
修

神
奈
川

静
岡
理
工
科

常
葉

広
幡
中
学

愛
知
教
育

福
知
山
公
立

常
葉

浜
松
学
院

高
洲
中
学

横
浜
国
立

富
山

静
岡

静
岡
県
立

公
立
諏
訪
東
京
理
科

公
立
鳥
取
環
境

獨
協

青
山
学
院

杏
林

順
天
堂

拓
殖

中
央

帝
京
科
学

東
海

東
京
農
業

東
京
理
科

日
本

武
蔵
野

明
治

神
奈
川

湘
南
工
科

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

立
命
館

カ
モ
ー
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ

西
益
津
中
学

弘
前

信
州

釧
路
公
立

芝
浦
工
業

中
央

帝
京

法
政

愛
知
工
業

関
西
学
院

広
島
工
業

青
島
中
学

静
岡

釧
路
公
立

静
岡
県
立

城
西
国
際

中
央

東
海

立
教

静
岡
理
工
科

常
葉

中
部

立
命
館

大
阪
青
山

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

青
島
北
中
学

釧
路
公
立

公
立
諏
訪
東
京
理
科

静
岡
文
化
芸
術

石
巻
専
修

専
修

東
海

神
奈
川

常
葉

中
京

水
産
大
学
校

大
洲
中
学

山
形
県
立
米
沢
栄
養

横
浜
薬
科

岐
阜
医
療
科
学

常
葉

京
都
橘

同
志
社

龍
谷

藤
枝
中
学

静
岡

都
留
文
科

公
立
諏
訪
東
京
理
科

愛
知
県
立

神
田
外
語

専
修

多
摩

中
央

東
海

法
政

明
治

早
稲
田

神
奈
川

静
岡
理
工
科

常
葉

愛
知
工
業

同
志
社

立
命
館

龍
谷

葉
梨
中
学

静
岡

新
潟
県
立

東
京
国
際

関
東
学
院

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

岡
部
中
学

日
本
福
祉

金
谷
中
学

高
知
工
科

帝
京

武
蔵
野

金
沢
工
業

常
葉

初
倉
中
学

金
沢

静
岡

専
修

愛
知
学
院

カ
モ
ー
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ

島
田
第
一
中
学

静
岡

静
岡
県
立

順
天
堂

玉
川

関
東
学
院

中
京

島
田
第
二
中
学

静
岡

釧
路
公
立

静
岡
県
立

順
天
堂

専
修

大
東
文
化

東
海

日
本

法
政

神
奈
川

常
葉

中
京

名
古
屋
経
済

京
都
芸
術

六
合
中
学

明
治
学
院

常
葉

静
大
附
属
島
田
中
学

旭
川
医
科

富
山

静
岡

名
古
屋

高
崎
経
済

長
岡
造
形

静
岡
県
立

東
京
都
市

東
洋

静
岡
福
祉

常
葉

同
志
社

吉
田
中
学

静
岡

城
西

国
士
舘

東
海

中
京

名
古
屋
学
芸

大
阪
体
育

榛
原
中
学

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

獨
協

國
學
院

山
梨
学
院

常
葉

関
西
医
療

神
戸
学
院

兵
庫
医
科

相
良
中
学

愛
知
教
育

釧
路
公
立

専
修

拓
殖

日
本

常
葉

椙
山
女
学
園

南
山

御
前
崎
中
学

釧
路
公
立

神
奈
川

浜
岡
中
学

名
古
屋
商
科

牧
之
原
中
学

帝
京
科
学

菊
川
西
中
学

神
奈
川

桜
花
学
園

菊
川
東
中
学

静
岡

静
岡
文
化
芸
術

駒
澤

常
葉

中
京

関
西
外
国
語

サ
ッ
カ
ー
部

北
見
工
業

高
知

釧
路
公
立

福
井
県
立

北
翔

獨
協

文
教

共
栄

中
央
学
院

青
山
学
院

駒
澤

成
蹊

専
修

大
東
文
化

拓
殖

玉
川

中
央

帝
京

東
海

東
洋

東
京
経
済

東
京
農
業

東
京
理
科

日
本

日
本
文
化

明
治
学
院

立
教

神
奈
川

関
東
学
院

産
業
能
率

山
梨
学
院

常
葉

愛
知

愛
知
学
院

中
京

中
部

東
海
学
園

名
古
屋
学
院

名
古
屋
商
科

愛
知
東
邦

立
命
館

龍
谷

大
阪
産
業

関
西
学
院

神
戸
学
院

九
州
共
立

福
岡

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

カ
モ

－

ソ
ン

ゲ
ル
フ

ト
ロ
ン
ト

野
球
部

室
蘭
工
業

名
桜

工
学
院

芝
浦
工
業

専
修

玉
川

東
京
経
済

日
本

法
政

山
梨
学
院

松
本
看
護

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

愛
知
学
院

中
京

中
部

東
海
学
園

名
古
屋
外
国
語

名
古
屋
学
院

関
西
福
祉

日
本
経
済

陸
上
部

北
海
道

静
岡

釧
路
公
立

青
森
公
立

静
岡
県
立

城
西

獨
協

千
葉
商
科

日
本

順
天
堂

専
修

拓
殖

多
摩

東
海

東
京
農
業

日
本
女
子

神
奈
川

中
京

桜
花
学
園

京
都
薬
科

立
命
館

龍
谷

大
阪
医
科
薬
科

摂
南

神
戸
学
院

神
戸
薬
科

九
州
共
立

日
本
経
済

テ
ニ
ス
部

静
岡

静
岡
県
立

獨
協

駒
澤

順
天
堂

専
修

拓
殖

東
京
農
業

日
本

日
本
歯
科

明
治

神
奈
川
歯
科

鶴
見

常
葉

至
学
館

中
京

中
部

立
命
館

龍
谷

関
西

関
西
学
院

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

國
學
院

大
東
文
化

東
海

東
洋

日
本

明
星

立
教

山
梨
学
院

常
葉

愛
知
学
院

至
学
館

龍
谷

関
西

常
葉

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

静
岡
県
立

静
岡
理
工
科

常
葉

大
阪
体
育

剣
道
部

城
西
国
際

国
士
舘

常
葉

柔
道
部

静
岡
県
立

國
學
院

神
奈
川

空
手
部

釧
路
公
立

静
岡
県
立

常
葉

中
京

中
部

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

新
潟
県
立

東
京
国
際

順
天
堂

帝
京

関
東
学
院

聖
隷
ク
リ
ス

常
葉

人
間
環
境

吹
奏
楽
部

旭
川
医
科

静
岡

愛
知
教
育

山
形
県
立
米
沢
栄
養

前
橋
工
科

高
崎
経
済

東
京
都
立

静
岡
文
化
芸
術

京
都
府
立

文
教

神
田
外
語

青
山
学
院

国
士
館

駒
澤

専
修

中
央

東
海

明
治
学
院

明
星

神
奈
川

常
葉

浜
松
学
院

名
古
屋
学
芸

立
命
館

静
岡
英
和
学
院

棋
道
部

近
畿

法
政

静
岡
理
工
科

囲
碁
部

公
立
鳥
取
環
境

帝
京
科
学

写
真
部

愛
知
教
育

釧
路
公
立

専
修

拓
殖

神
奈
川

常
葉

椙
山
女
学
園

都
留
文
科

美
術
部

茨
城

富
山

長
岡
造
形

城
西

岐
阜
医
療
科
学

常
葉

愛
知
学
院

鈴
鹿
医
療
科
学

同
志
社

茶
華
道
部

静
岡
県
立

学
習
院

國
學
院

明
治
薬
科

横
浜
薬
科

常
葉

科
学
部

福
知
山
公
立

射
撃
同
好
会

公
立
諏
訪
東
京
理
科

立
教

静
岡
理
工
科

常
葉

関
西
学
院

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

弘
前

千
葉

横
浜
国
立

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

静
岡
県
立

青
山
学
院

杏
林

順
天
堂

大
東
文
化

中
央

帝
京

東
海

東
京
農
業

東
京
理
科

法
政

武
蔵
野

明
治

横
浜
薬
科

岐
阜
医
療
科
学

静
岡
理
工
科

常
葉

愛
知
学
院

愛
知
工
業

中
部

名
古
屋
経
済

立
命
館

関
西
医
療

神
戸
学
院

兵
庫
医
科

広
島
工
業

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会

茨
城

富
山

静
岡

浜
松
医
科

三
重

釧
路
公
立

前
橋
工
科

国
際
医
療
福
祉

北
里

工
学
院

芝
浦
工
業

中
央

東
京
経
済

東
京
都
市

東
京
理
科

日
本

法
政

神
奈
川

横
浜
商
科

静
岡
産
業

常
葉

中
京

豊
田
工
業

藤
田
医
科

名
城

立
命
館

関
西
学
院

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会

日
本
福
祉

京
都
橘

Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｃ

高
崎
経
済

専
修

神
奈
川

常
葉

名
古
屋
外
国
語

立
命
館

近
畿
大
学

都
留
文
科

編
み
物
同
好
会
ニ
ッ
タ
ー
ズ

茨
城

名
古
屋

長
岡
造
形

歴
史
研
究
会

釧
路
公
立

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

栄
川
中
学

神
奈
川

立
命
館

神
戸
学
院

原
野
谷
中
学

法
政

立
命
館

桜
が
丘
中
学

常
葉

京
都
橘

城
東
中
学

愛
知
学
院

掛
川
西
中
学

千
葉

都
留
文
科

文
教

中
央

東
海

日
本

法
政

明
治

湘
南
工
科

金
沢
工
業

静
岡
理
工
科

常
葉

愛
知
産
業

京
都
産
業

立
命
館

大
須
賀
中
学

愛
知
学
院

掛
川
東
中
学

高
崎
経
済

東
京
都
立

都
留
文
科

國
學
院

駒
澤

専
修

明
治
学
院

神
奈
川

常
葉

掛
川
北
中
学

文
教

明
星

常
葉

金
城
学
院

周
南
中
学

常
葉

浅
羽
中
学

高
知

拓
殖

名
古
屋
学
院

袋
井
南
中
学

静
岡
産
業

静
岡
理
工
科

静
大
附
属
浜
松
中
学

専
修

浜
名
中
学

中
部

安
東
中
学

多
摩

城
内
中
学

専
修

長
田
南
中
学

釧
路
公
立

常
葉

清
水
第
一
中
学

静
岡
県
立

清
水
第
二
中
学

東
海

清
水
第
八
中
学

大
東
文
化

清
水
飯
田
中
学

山
梨
学
院

西
奈
中
学

常
葉

美
和
中
学

常
葉

龍
谷

関
西

末
広
中
学

順
天
堂

成
蹊

東
洋

立
教

立
命
館

静
大
附
属
静
岡
中
学

杏
林

富
士
宮
第
四
中
学

獨
協

鷹
岡
中
学

専
修

加
藤
学
園
暁
秀
中
学

立
教

藤
枝
明
誠
中
学

室
蘭
工
業

電
気
通
信

富
山

静
岡

浜
松
医
科

前
橋
工
科

東
京
都
立

公
立
諏
訪
東
京
理
科

静
岡
県
立

京
都
府
立

名
桜

国
際
医
療
福
祉

城
西

獨
協

千
葉
工
業

青
山
学
院

学
習
院

工
学
院

國
學
院

駒
澤

芝
浦
工
業

順
天
堂

専
修

中
央

帝
京

東
海

東
京
経
済

東
京
工
科

東
京
都
市

東
京
農
業

東
京
理
科

日
本

日
本
歯
科

日
本
女
子

日
本
文
化

法
政

明
治

明
治
学
院

明
治
薬
科

立
教

神
奈
川

神
奈
川
歯
科

鶴
見

横
浜
商
科

横
浜
薬
科

松
本
看
護

岐
阜
医
療
科
学

静
岡
産
業

静
岡
理
工
科

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

愛
知
学
院

至
学
館

中
京

中
部

東
海
学
園

豊
田
工
業

人
間
環
境

鈴
鹿
医
療
科
学

京
都
薬
科

立
命
館

大
阪
芸
術

関
西

近
畿

関
西
学
院

川
崎
医
科

日
本
経
済

ゲ
ル
フ

ト
ロ
ン
ト

会場／本校
第1回
第2回
第3回

12月
12月
12月

2日
9日
16日

土
土
土

8:30～
8:30～
8:30～

入試直前相談会

会場／袋井・ホテル観世
10月 21日土10:00～

会場／掛川・パレスホテル掛川
10月 28日土 10:00～

会場／菊川・ビジネスホテルたちばな
10月 21日土 10:00～

地区での説明会

会場／本校
事前申し込み制

第1回
第2回
第3回
第4回

8月
9月
10月
11月

6日
17日
15日
19日

日
日
日
日

10:00～
10:00～
10:00～
10:00～

学校説明会

藤枝明誠高等学校生徒募集案内

会場／本校
事前申し込み制

実施教科／国語・算数・英語
第1回
第2回
第3回

8月
10月
11月

5日
7日
3日

土
土
金

9:00～11:20
9:00～11:20
9:00～11:20

オープンテスト

会場／本校
事前申し込み制

第1回
第2回

9月
10月

13日
18日

水
水
17:30～19:30
17:30～19:30

講習会

会場／本校
事前申し込み制
11月12日日 8:30～

直前相談会

会場／本校
事前申し込み制

11月 3日金 9:00～10:30

入試説明会

令和5年度 大学入試＜出身中学校別合格大学＞  ・既卒生含む ・赤字は国公立大学

令和5年度 大学入試＜部活動別大学合格＞  ・既卒生含む ・赤字は国公立大学

会場／本校
事前申し込み制

第4回
第5回
第6回

8月
8月
10月

5日
26日
7日

土
土
土

9:00～10:30
9:00～10:30
9:00～10:30

学校説明会

藤枝明誠中学校生徒募集案内

（2）令和5年7月20日発行　第113号 藤 枝 明 誠 ニ ュ ー ス 進路指導対策

進路指導
対策

放課後
プロジェクト
指導

英語検定
資格取得の
奨励と指導

高校3年生
『9時まで学習』

の活用

年末年始
共通テスト
対策勉強会

国公立
2次試験
対策講座

普
通
科

総
合
コ
ー
ス

北
翔

城
西

文
教

共
栄

中
央
学
院

順
天
堂

専
修

大
東
文
化

拓
殖

多
摩

玉
川

帝
京

東
海

東
京
経
済

日
本

日
本
文
化

明
治
学
院

明
星

神
奈
川

関
東
学
院

産
業
能
率

山
梨
学
院

常
葉

愛
知

愛
知
学
院

中
京

中
部

東
海
学
園

名
古
屋
外
国
語

名
古
屋
学
院

名
古
屋
商
科

名
城

愛
知
東
邦

大
阪
産
業

関
西
福
祉

九
州
共
立

日
本
経
済

カ
モ

－

ソ
ン・カ
レ
ッ
ジ

理
数
コ
ー
ス
文
系

【
国
公
立
大
】

釧
路
公
立

青
森
公
立

福
井
県
立

名
桜

【
私
立
大
】

獨
協

文
教

城
西
国
際

千
葉
商
科

青
山
学
院

杏
林

國
學
院

国
士
舘

成
蹊

専
修

創
価

大
東
文
化

拓
殖

多
摩

玉
川

中
央

帝
京

東
海

東
洋

日
本

法
政

武
蔵
野

明
治
学
院

立
教

神
奈
川

常
葉

愛
知
学
院

中
京

至
学
館

中
部

東
海
学
園

名
古
屋
学
院

日
本
福
祉

京
都
芸
術

京
都
産
業

京
都
橘

立
命
館

龍
谷

大
阪
芸
術

大
阪
産
業

大
阪
体
育

関
西

大
阪
青
山

関
西
学
院

神
戸
学
院

福
岡

ゲ
ル
フ

ト
ロ
ン
ト

理
数
コ
ー
ス
理
系

【
国
公
立
大
】

北
見
工
業

室
蘭
工
業

弘
前

高
知

釧
路
公
立

公
立
諏
訪
東
京
理
科

静
岡
県
立

公
立
鳥
取
環
境

【
私
立
大
】

石
巻
専
修

芝
浦
工
業

拓
殖

玉
川

帝
京

東
海

東
京
農
業

東
京
理
科

湘
南
工
科

金
沢
工
業

帝
京
科
学

静
岡
産
業

静
岡
理
工
科

常
葉

愛
知
工
業

愛
知
産
業

中
京

名
古
屋
経
済

龍
谷

広
島
工
業

水
産
大
学
校

英
数
科

国
際
教
養
コ
ー
ス

【
国
公
立
大
】

新
潟
県
立

都
留
文
科

静
岡
文
化
芸
術

【
私
立
大
】

東
京
国
際

獨
協

神
田
外
語

専
修

大
東
文
化

日
本

神
奈
川

関
東
学
院

常
葉

静
岡
福
祉

金
城
学
院

中
京

南
山

桜
花
学
園

立
命
館

関
西
外
国
語

神
戸
学
院

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

英
数
コ
ー
ス
文
系

【
国
公
立
大
】

茨
城

静
岡

愛
知
教
育

名
古
屋

釧
路
公
立

高
崎
経
済

東
京
都
立

長
岡
造
形

山
梨
県
立

都
留
文
科

静
岡
県
立

愛
知
県
立

京
都
府
立

福
知
山
公
立

【
私
立
大
】

獨
協

文
教

青
山
学
院

学
習
院

國
學
院

国
士
館

駒
澤

順
天
堂

専
修

大
東
文
化

拓
殖

中
央

東
海

東
京
経
済

東
洋

日
本

日
本
女
子

法
政

武
蔵
野

明
治

明
治
学
院

明
星

立
教

早
稲
田

神
奈
川

横
浜
商
科

帝
京
科
学

静
岡
産
業

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

浜
松
学
院

椙
山
女
学
園

中
京

中
部

東
海
学
園

名
古
屋
学
芸

同
志
社

立
命
館

龍
谷

関
西

関
西
外
国
語

関
西
学
院

カ
モ
ー
ソ
ン

英
数
コ
ー
ス
理
系

【
国
公
立
大
】

旭
川
医
科

北
海
道

茨
城

千
葉

電
気
通
信

横
浜
国
立

富
山

金
沢

信
州

浜
松
医
科

静
岡

三
重

山
形
県
立
米
沢
栄
養

前
橋
工
科

高
崎
経
済

東
京
都
立

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

公
立
諏
訪
東
京
理
科

静
岡
県
立

名
古
屋
市
立

大
阪
公
立

高
知
工
科

【
私
立
大
】

国
際
医
療
福
祉

城
西

千
葉
工
業

青
山
学
院

北
里

工
学
院

順
天
堂

専
修

中
央

津
田
塾

東
海

東
京
工
科

東
京
農
業

東
京
理
科

日
本

日
本
歯
科

法
政

明
治

明
治
薬
科

麻
布

神
奈
川

神
奈
川
歯
科

湘
南
工
科

鶴
見

横
浜
薬
科

金
沢
工
業

松
本
看
護

岐
阜
医
療
科
学

静
岡
理
工
科

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

常
葉

愛
知
学
院

志
学
館

中
部

豊
田
工
業

名
古
屋
外
国
語

藤
田
医
科

人
間
環
境

名
城

鈴
鹿
医
療
科
学

京
都
薬
科

同
志
社

立
命
館

龍
谷

大
阪
医
科
薬
科

近
畿
大
学

摂
南

関
西
医
療

神
戸
学
院

神
戸
薬
科

兵
庫
医
科

川
崎
医
科

　
私
の
中
学
生
時
代
は
塾
に
頼

り
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
高
校
２
年
生
で
将
来
就
き

た
い
職
業
が
変
わ
っ
た
時
も
、

夢
を
叶
え
た
い
と
い
う
気
持
ち

ば
か
り
で
何
も
自
分
で
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
に
向

い
て
い
る
勉
強
法
や
確
立
し
た

勉
強
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
ず
、
た
だ
ぐ
だ
ぐ
だ
と
意
味

の
な
い
時
間
を
過
ご
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
月
日
を
重
ね
る
ご
と
に
大
学

受
験
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機

会
が
増
え
、
周
囲
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
も
だ
ん
だ
ん
と
受
験
に
向

け
て
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
た
ち

を
見
て
私
の
気
持
ち
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
今
は
、「
９
時
ま
で
学
習
」

に
参
加
し
、
最
低
で
も
平
日
は

４
時
間
、
休
日
は
６
時
間
机
に

向
か
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
夏
休
み
が
始
ま
る

ま
で
に
綿
密
に
勉
強
計
画
を
立

て
、
確
実
に
苦
手
を
つ
ぶ
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

は
最
低
で
も
平
日
は
５
時
間
、

休
日
は
10
時
間
机
に
向
か
う
よ

う
に
し
て
、
少
し
で
も
時
間
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
高
校
に
入
学
し
て
か
ら

勉
強
面
で
後
悔
し
て
い
る
こ
と

が
沢
山
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
こ
の
よ
う
な
後
悔
を
作
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
夢
を
叶
え
る
た
め

に
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

������
�����

　
私
は
、
受
験
生
と
し
て
の
１

年
を
自
分
に
甘
え
る
こ
と
な

く
、
勉
強
で
も
部
活
動
で
も
最

後
ま
で
や
り
抜
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら「
９
時
ま
で
学
習
」

が
始
ま
り
、
２
年
生
の
時
と
比

べ
て
私
の
勉
強
へ
の
意
識
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
も

一
緒
に
い
る
周
り
の
友
人
が
沢

山
残
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

自
分
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
の
実
現
や
第
一
志

望
合
格
の
た
め
に
、
自
分
の
苦

手
な
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
無
く

し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
は
、学
習
だ
け
で
な
く
、

部
活
動
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
も
同
じ
で
す
。

高
校
２
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ
か

ら
始
め
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
思

い
の
ほ
か
大
変
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
で
挫
け
ず
、
残
り
の

１
年
で
自
分
に
何
が
で
き
、
ど

れ
だ
け
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

な
げ
ら
れ
る
か
を
考
え
、
迷
っ

た
ら
行
動
に
移
す
こ
と
を
常
に

意
識
し
て
最
後
ま
で
や
り
抜
い

て
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
自

分
の
希
望
す
る
職
業
に
就
く
た

め
に
、
一
日
一
日
を
無
駄
に
せ

ず
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
高
校
３
年
間
私
が

や
り
た
い
こ
と
を
全
力
で
支
え

て
く
れ
て
い
る
親
、
進
路
の
こ

と
で
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
先

生
方
、
共
に
頑
張
っ
て
い
る
友

人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
受
験
生
と
し
て
の
１
年
を

過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
受
験
生
と
し
て
楽
な
方

へ
甘
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
常
に
自
分
を
鍛
え
、
目
標

に
向
け
て
努
力
し
続
け
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
い
る
外

部
チ
ー
ム
で
の
女
子
サ
ッ
カ
ー

を
通
し
て
、
真
面
目
に
向
き
合

い
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

全
力
で
取
り
組
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
悔
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。
現
在
、
志
望
す
る
大
学

へ
の
受
験
勉
強
を
す
る
中
で
、

時
に
目
標
を
口
に
す
る
だ
け
で

や
る
べ
き
こ
と
を
後
回
し
に
す

る
自
分
が
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
分
で
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
こ

そ
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
常
に

高
み
を
目
指
し
悔
い
の
残
ら
な

い
結
果
を
出
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
私
は
、
甘
え
て

し
ま
う
環
境
を
避
け
、
学
校
や

外
部
の
図
書
館
を
利
用
し
、
設

定
し
た
学
習
計
画
の
遂
行
と
結

果
を
出
す
こ
と
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
明
誠
ダ
イ
ア

リ
ー
を
活
用
し
、
そ
の
日
の
自

分
の
反
省
点
や
良
か
っ
た
点
を

書
き
込
み
、
一
日
の
終
わ
り
に

自
分
自
身
を
見
直
し
ま
す
。

　
高
校
３
年
生
に
な
る
前
の
春

休
み
に
、
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
学
校

を
建
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
経
験
に
よ
り
、

大
学
生
に
な
っ
た
ら
世
界
に
目

を
向
け
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
今
の
自
分
を
勇
気
づ
け
、
家

族
や
先
生
方
に
感
謝
し
な
が
ら

こ
の
受
験
勉
強
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
す
。
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受
験
に
向
け
て

受
験
に
向
け
て

受
験
生
と
し
て
の
１
年

受
験
生
と
し
て
の
１
年

自
分
に
厳
し
く

自
分
に
厳
し
く

目
標
達
成
を
叶
え
る！

希望大学合格に向けて3年間の指導 明
誠
ス
タ
イ
ル
の
個
人
に
合
わ
せ
た
指
導
で
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静
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高
等
学
校
将
棋
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大
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優
勝
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2023 令和5年度 静岡県高等学校総合体育大会2023・インターハイ県予選が開催！

　
今
年
の
定
期
演
奏
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
普
段
の
練
習
の
様
子
や
部
員
が
撮
影

し
た
動
画
を
投
稿
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
チ
ケ
ッ
ト
を
申

し
込
め
る
よ
う
に
し
た
り
と
工
夫
を
し
ま
し
た
。特
に
、

定
期
演
奏
会
開
催
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
動
画
は
、

各
学
年
、楽
器
パ
ー
ト
が
力
を
入
れ
て
制
作
し
ま
し
た
。

中
に
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
動
画
も
あ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
他
県
か
ら
の
申
し
込
み

も
い
た
だ
き
、
総
来
場
者
数
は
過
去
最
高
に
迫
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
今
年
の
定
期
演
奏
会
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
沢
山
の
方
々
か
ら
の
応
援
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
す
。協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

部
員
一
同
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
藤
枝
明
誠
吹
奏

楽
部
の
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
、
藤
枝
明
誠
吹
奏
楽
部
は
第
34
回
定
期
演
奏

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

定
期
演
奏
会
は
、
明
誠
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
の
１
つ
で
あ
り
、
憧
れ
で
あ
り
、
そ
し
て
高
校
生

活
の
大
き
な
目
標
で
し
た
。
今
回
の
定
期
演
奏
会
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
従
来
の
演
奏
に
加
え
、
某
テ
レ

ビ
番
組
を
彷
彿
と
さ
せ
る
進
行
や
、
映
像
に
て
パ
ー

　
私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
、
先
日
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
静
岡
県
予
選
と
東
海

大
会
に
出
場
し
、
ど
ち
ら
で
も

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
本
校
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
本
選
出
場
と
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
お
け
る
静
岡

県
の
２
枠
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー
ム
目
標

　
５
月
21
日
に
静
岡
県
高
校
将

棋
選
手
権
大
会
男
子
団
体
戦
で

優
勝
し
、
８
月
に
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
高
校
最
後
の
大
会
だ
っ
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
前
日
の
個

人
戦
で
は
初
戦
敗
退
と
い
う
悔

し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
全
国
へ
の
切
符
に
賭
け

る
思
い
も
特
別
で
し
た
。

　
次
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
更
に

強
い
相
手
と
の
戦
い
に
な
り
ま

す
が
、
持
ち
味
を
発
揮
し
て
粘

り
強
く
戦
え
ば
勝
つ
チ
ャ
ン
ス

は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
勝
つ
た
め
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
、
県
内
で
た
っ
た
１
校
に
し

か
与
え
ら
れ
な
い
特
別
な
機
会

を
全
力
で
楽
し
め
る
よ
う
に
、

準
備
を
怠
ら
ず
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

１
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う

に
、
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
に
限
ら

ず
部
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
応

援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
、
６
月
16
日
〜
18
日
に

エ
コ
パ
で
お
こ
な
わ
れ
た
東
海

高
校
総
体
に
八
種
競
技
で
出
場

し
ま
し
た
。
八
種
競
技
は
１
０

０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
、
１
５
０
０

ｍ
、
１
１
０
ｍ
Ｈ
走
、
走
幅
跳

び
、
走
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ
、

や
り
投
げ
の
走
・
跳
・
投
の
種

目
を
２
日
間
か
け
て
お
こ
な

い
、
総
合
得
点
の
高
さ
で
競
う

種
目
で
す
。
結
果
は
６
位
で
し

た
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
と
て
も

力
に
な
り
大
幅
に
ベ
ス
ト
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沢
山
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
は
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
１
年
間
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

仲
間
の
大
切
さ
を
何
度
も
感
じ

ま
し
た
。
３
年
間
、
練
習
の
手

伝
い
や
沢
山
の
仕
事
を
し
て
く

れ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生
も

認
め
る
過
去
最
高
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
し
た
。
目
標
に
し
て

い
た
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
決

し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
ま
で
東
海

大
会
に
す
ら
出
場
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
私
が
、
藤
枝
明
誠
高

校
に
入
学
し
て
か
ら
２
回
も
出

場
し
、
全
国
大
会
出
場
ま
で
あ

と
１
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し

ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
は
、
人

間
力
も
競
技
力
も
大
き
く
伸
び

た
、と
て
も
濃
い
時
間
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
は
秋
に
愛
媛
で

お
こ
な
わ
れ
る
Ｕ―
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ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

表
彰
台
に
上
が
れ
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
応
援
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
沢
山
の
応
援
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
２
月
、
私
た
ち
は
世
界
大
会

に
出
場
し
、
憧
れ
だ
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
舞
台
で
部
門
優
勝
、
そ

し
て
全
部
門
ト
ー
タ
ル
ラ
ン
キ

ン
グ
世
界
２
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
他
国
の
選
手
の
溢
れ
る
熱

量
、
迫
力
あ
る
練
習
の
様
子
そ

し
て
演
技
か
ら
多
く
の
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
改
め
て
基
礎
の

大
切
さ
を
実
感
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
自
分
た

ち
の
大
会
の
み
な
ら
ず
、
他
の

部
活
動
の
活
躍
を
少
し
で
も
後

押
し
で
き
る
応
援
の
力
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
部
員
一
同
日
々
の

努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
同
様
温
か
い
応

援
や
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

は
〝
日
本
一
〞
。
こ
れ
を
成
し

遂
げ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
「
日

本
一
に
な
る
た
め
に
は
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
プ
レ
ー
し

て
い
ま
す
。
東
海
大
会
で
は
各

県
の
強
豪
校
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
勝
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
理
由
は
、
相
手

チ
ー
ム
よ
り
自
分
た
ち
が
や
り

た
い
こ
と
を
コ
ー
ト
上
で
多

く
、
そ
し
て
長
く
表
現
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

同
時
に
多
く
の
改
善
点
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。
特
に
チ
ー
ム
と

し
て
修
正
し
な
け
れ
ば
い
け
い

な
い
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

点
を
含
め
た
改
善
点
を
修
正
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
一

に
な
る
こ
と
が
叶
う
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本
一
を
成
し

遂
げ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
は

藤
枝
明
誠
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
関
わ
る
全
て
の

方
々
に
希
望
と
感
動
を
届
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
海
大
会
の
優
勝
は
あ
く
ま
で

も
通
過
点
、
こ
こ
で
満
足
せ
ず

に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
て

い
き
ま
す
。
１
戦
１
戦
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
精
神
を
持
ち
、
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
な
プ
レ
ー
で
日
本
一

を
成
し
遂
げ
ま
す
。
今
後
も
応

援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ト
紹
介
を
お
こ
な
う
な
ど
、
３
年
生
を
中
心
に
新
し

い
こ
と
を
考
え
挑
戦
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
部
分
も

あ
り
準
備
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
全
員
で
協
力

し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
、
家

族
や
友
人
だ
け
で
な
く
、
他
校
の
先
生
方
や
一
般
の

お
客
様
か
ら
も
良
い
反
響
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
で
も
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
小
・
中

学
生
か
ら
の
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
聞
け

た
こ
と
で
す
。
自
分
が
感
じ
た
音
楽
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
支
え
て
く
れ
た

方
々
、
そ
し
て
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

陸
上
部

棋
道
部

八種競技 第6位 村松拓武男子砲丸投 第8位  杉本紘一朗5000m 第12位  木村隆晴

第
70
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第34回 吹奏楽部定期演奏会 ６月17日㈯・18日㈰開催！

〝
日
本
一
〞に
な
る
た
め
に
！

心
身
と
も
に
大
き
な
飛
躍

「
全
力
」で「
楽
し
む
」

夢
の
舞
台
、感
謝
と
希
望
を
胸
に

全国高等学校総合体育大会 バスケットボール競技大会静岡県大会 優勝
第70回東海高等学校総合体育大会　バスケットボール競技 優勝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
が
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り

音
楽
の
魅
力
を
次
の
世
代
へ

２日間で約1,500人の観客を魅了

39
Ｈ
Ｒ 

片
山 

光
姫

（
藤
枝
明
誠
中
出
身
） 

県大会の決勝は31点差をつけての快勝

勢いそのままに東海大会も制した

焼津市大井川文化会館ミュージコにて

輝く笑顔で海外の観客も魅了した

団体戦メンバー（左から鈴木颯史・鈴木元耀・原田孝太郎）

310
Ｈ
Ｒ 

鈴
木 

元
耀

　
　
　
　（
藤
枝
明
誠
中
出
身
） 

31
Ｈ
Ｒ 

小
澤 

朋
樹

　
　
　（
松
本
市
立
鎌
田
中
出
身
） 

37
Ｈ
Ｒ 

伊
藤 
優
聖

　
　
　（
菊
川
市
立
菊
川
東
中
出
身
） 

38
Ｈ
Ｒ 

斉
藤 

寛
太

　
　
　
　（
藤
枝
市
立
大
洲
中
出
身
） 

32
Ｈ
Ｒ 

村
松 

拓
武

　
　（
牧
之
原
市
立
榛
原
中
出
身
） 


